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ヨー ロ ッパ の 民俗 服 にみ られ るデザ イ ン
中 嶋 朝 子
緒 言
民俗服の研究は被服文化史に取扱われている服飾の研究に比較 して,時 代的
変化も少なく,一 見単純なようであるが,各 民族 ・国家 ・地方の住民達の生活
基盤との関連 において促えようとする場合,そ の資料の不足 から実に困難な点
が多い。 しか し民俗服の研究には住民の生活基盤 との関連について考察するこ
とは不可欠な問題である。か ・る立場からみた場合,我 が国の場合は兎も角,
ヨーロッパの場合 は私にとって極めて困難 なことで ある。それを敢 えて試みよ
うとしたことに無謀 さを感 じるのであるが,そ れにっいては今後の研究に委ね
て,こ こでは私が100日間に歩いて得た資料に基づ いて,ヨ ーロッパの民俗服
に現われた特色 などについて書いてみようと思 う。
民 俗 服 の 概 念
服装大百科事典亀 ・民族服と民俗服、のところで次の如 く述べてある.・一
般 に民族 の概念が人種 ・言語 ・宗教を中心 とした文化特性を共有す る社会協同
体 をさすのに対 し,民俗の概念は単に民間の習俗 をさす。 したがって文化とい
う基底の認識 は共通 していても,前者は自然的 ・地域的 ・歴史的側面に立つの
に対 し後者はより社会階級的認識を前提 とす るところに相違がみられる。……
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・… …民族 服 とは 日本で の小袖形 式の和服(き もの)で あ るの に対 し,民 俗服 と
は農 ・山村 で の農民服や漁村 での漁民服で あ るが,こ れ ら民俗服 もまた広義 の
民族服 に包含 され る性 質 の もので ある。 元来,西 洋 で の民族服 は主 と して ルネ
サ ンス以 降 に発 す る都市貴族 的流行服 に対 置す る一般 の民 間服で あるが,近 代
社 会 に なると,こ れ が都市 と農 ・山 ・漁村 とい う対置概 念 に置 か わって くる。
したがって,A・M・Nylenのい う都市的流行服 に対す る農民服 とい う関係 が生 れ
て きた。 ところが これ と並 行す る国家 的国 民 と して の民族概念 は,国 際的見地
か ら民族 的特色 を うた うことにな り,都 市 的流 行服 の国際性 に対 す る対語 とし
て,国 民的民族服 の特色 を認識す るよ うになる。 この種 の民族服 の構 成因子 に
は 当然 民俗 服 や農民服 も含 まれ,特 に国 際服 その ものが元来 自らの都 市流行服
た らざるを得 なか った ヨー ロッパ社会で は,民 族 服 一 民俗服で あった わけで
あ るし,一 方 にお いて 民俗 服の 中に都市 的流 行服 の要 素 が受 容 され;次 矛 に沈
澱 してい く過程 をとるので あるか ら,一 層 区別 がむず か しいこ とになって くる。
」 と。
実際 上,民 族 服 と民俗服 との使 い分 け に当 って具体 的 にどの範 囲 まで が民族
服で あ り,こ の範囲 が民俗 服で ある とい う,両 者 の間 に一線 を引 くことは困難
なよ うで ある。特 にヨーロ ッパ のそれ において。
②
他 方,民 俗 学 とい う言葉 が使 われてい るが,民 俗 学辞典 によれ ば,「 民 間伝
承 を通 して生 活変遷 の跡 をたず ね,民 族 文化 を明か にせ ん とす る学 問で あ る。
最初 英国 においてFolk-loreの名前で この研 究が始 ま り,1878年民俗学協 会 が
成 立 した。っ つい てフ ランス ・ドイ ツ ・スペ イ ン ・イ タリー をは じめ北 欧諸国,
さらに米国 にも学会 の誕生 をみた。Folk-loreとい う言葉 は本来 民 間の知識 と
い う意昧で使 い初 めたので あ るが,こ れを研究 す る学 問の名称 に も同時 に用 い
られ てい る。 したが って両者 をは っき り区別 す る必要 の ある ときは,学 問の方
をScienceofFolk-10reと呼んで いる。 ドイツで は民俗 学 をVolkskundeと称
してい るので,か か る問題 は最初 から生 じなか った。 その代 りVolkを国 民全
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体 と見るか,あ るいは下層民 と見 るかについてやかましい議論が行なわれて き
た。わが国ではFolk-loreに対 して,俚俗学 ・俗説学あるいは土俗学 などとも
呼び訳語が一定 しなかったが,大正末年から昭和へかけて民俗学とい う名称に
統一せ られることとなった。民俗学の課題 と研究内容は国 によって必ず しも同
一ではない。………」と。
ところでこの説明のはじめに民間伝承 とい う言葉があるが,何 を意味 してい
るのであろ うか。同辞典によれば,「常民の間にみ られる知識 および技術の伝
承 を意味する」 とある。ここで常民という言葉が使われているが,こ れは柳 田
国男氏や渋沢敬三氏が使いはじめられた言葉で,民 間ということを意味 し,そ
れは官界や階級 に促 われない呼び名で,庶 民 と同 じような意昧を持っているが
武士階級をも含めたもの ・ようである。言葉の意味は兎も角として,私 は民俗
の意味 を各地方の住民が自らの生業に基づいて生活している人々を考えたい。
次に民間伝承 は如何にして成立するかにっいてみる。未 開民族は自己の過去
の文化 に対す る反省が少ないか ら,当然 そこに自己の民俗学は成立 しない。そ
れに対 し,文化民族においては じめて自己を意識 し自己の過去を振 り返えるこ
とをする。そこに民俗学が成立するわけで,っ まり自分達の生活の手段 ・状況
・出来事などを把捉 し ・反省 し・伝達 し,あ るいは記録 してゆくところに民間
伝承が成立するのである。その成立過程 において,人 間は価値を意識 した り,
歴史意識を持 ったりするが,そ のことを通 して伝統 という精神的な社会的遺産
が形成されてゆく,と考えるのである。
次に民間伝承の手段 についてみるに,民俗学辞典には 「民間伝承は日常生活
における慣習を対象としていて,そ れは何回となく繰返 される類型的 な生活事
実である。 日常生活の中で実践 され,意 識的また無意識 に口承あるいは以心伝
心 によって世代伝承 される生活体験の蓄積である。」 と。ところで歴史学におい
ては,そ の使用する史料は概ね文書記録 として出されており,大体 において事
件 を中心 とした個別的な事象で あり,時 日を明確にすることので きる資料が重
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んぜ られ る。 それ に対 し民俗 学の問題 とす るところは卑近 なものが多い。民俗
資料 につ いて 日本の民俗学 では三部 に分 類 し,第1部 …有 形文化(こ の中 に衣
服 が含 まれて い る),第2部 …・言語芸術,第3部 …・心意現 象,と してい る。
そこで民俗学 にお け る衣服 の 占め る加 重 を考 えてみ るに,概 して軽 視 されて
い た観 が ある。柳 田国男 全集35巻中衣服 を題 材 としてい るもゐは第14巻の46頁
③
に過 ぎない。 しか し単行 本 として瀬川清 子著 「きもの」 には 日本 の農漁村 の衣
服 および衣生活 に関 してか な り詳細 に記録 されて い る。世界的 にみた民俗 服 に
④
つ いては 「世 界の きもの」 と題 して,田 中薫 ・田中千 代共著 のカ ラー ブックス
があ る。 その他 民俗服 の資料 となる ものは郷土研 究家の著書 の中 に断 片的 にみ
るこ とがで き る。
以上 の如 く民俗 服 は,民 俗学の立場 か らみ れば民俗 資料の一つ であ り,衣 服
の観 点 からみれば国家 ・地 方 または民族 に固有 の衣服 で地方的特色 を備 えて い
る,と 理 解で きる。 したが って それは国 際的 な流行服 とは区別 して考 えた い存
在で あ る。 しか し民俗服 は社会情勢 の変化 に伴 って消 えて ゆ く運命 の もの もあ
るが,伝 統 を誇 る衣服 と して残存 してい るもの もあ る。民俗服 は確 か に各 々の
民族 ・国家 ・地 方の生 活文化の遺産 の一 つで あ る。 そこに住 む人々の 日常生活
を基盤 と して作 られた もので,他 との交通の不便 で あった時代 には,そ の土地
の気侯 ・風土 や 自然の産物 ・生計 の種 類(農 業 ・漁業 ・遊牧 な ど)・ 社会事情
(特に宗教)な どが彼 等の衣服 を大 きく規定 していた と考 え られ,他 方他 との
文化 交流 をもった とこ ろで は様 々な文化の混合 によ って作 りあげ られた と見倣
され る民俗服 がみ られ る。前者 の例 は ノル ウェー においてみ られ,後 者の例 は
ス イス ・チ ェ ッコなど にみ られ る。 以下 ヨーロ ッパ数 ケ国 の民俗 服 に関す る資
料 に基 づ いて,そ れ ら民俗服 に現 われた デザ イ ンの特色 などにっ いて考察 す る。
ヨ ー ロ ッ パ の 民 俗 服 の 概 要
ノル ウェー……現代 で は,男 性 は民俗服 を殆ん ど着 ないが,女 性の場合 は今
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日で も150種の異 なるタイプの民俗服
がお祭 りの時 に着 用 される。西部 では
Bergenの町 に近 い ところで もLocal
Costumesが残 って いて,そ れは農家
の先祖伝 来の家 の財産で あるばか りで
な く,社 会的地 位の 印に もなってい る。
農民服 には紀 元前 に さかのぼ る起 源 を
もってい るもの もあ る。あ るいは南部
Setesda1のも はバ イキ ング時代の面
影 をとどめ てい る。 しか し殆ん どは中
世末期の流 行 が基調 となって いて,そ
の後 各時代 の流行 の影響 を受 けて 多少
変化 してい る。 ノル ウェーで は原 則 と
して同 じ教 会 に属 す る住民 は同 じタイ
プの コスチ ューム を着て いる。今 日の
女性 の もの は,写 真1・2・3に 示す
よ うに,胸 衣 とス カー トと前 掛で,胸
衣 の下 に白いブ ラウス または革のチ ョ
ッキ を着 る,寒 い時 は上 か らジャケ ッ
トを着 る(写 真3参 照)。胸衣 は鮮や か
な色(主 として赤)で,ホ ー ダーで縁
どりした り,豪 華 な金 具で装飾 され(
写真2参 照),コ スチューム全体の色 彩
効 果 を高 め る効 果 をもって いる。ブ ラ
ウスの衿 は立襟 が普通で,そ の喉 の と
ころに銀 の ビmチ を飾 ってい る。
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写 真1
写 真2
写真3
写真4
Head-dressは多種 多様で,こ れ は地
方 色 を示 し,ま た既 婚か未婚 ・寡 婦の
区 別 を示 して いる。色彩 は,一 見 中世
的で黒 ・白 ・赤 が主色で金 ・青 が対 照
的 な色 として少 し使 われてい る。 しか
し西部 と東部 で は多少異 なってい て,
東部 の方 がス ェーデ ンの影響 も あ り,
花模様 の スカー トや胸衣 がみ られ る。
オ ランダ……オ ランダで は現 在で も
伝統 的 なコスチュー ムが着用 されて い
て,Marken・Volendam・Zeelandで
は,そ れは観光 の対 象 となって い る。 嘲
これ らの うちMarkenのコスチューム
は凝 った もので,写 真4の よ うにブ ラ
ウス は縞で,胸 衣 はカラーフル な(赤
乂
・青 ・緑 ・ローズ ・黄 など)装 飾 がほ
ど こされてい る。木靴 も装飾 的 なもの
で あ る。Volendamのもの は写真5の
よ うに花模様 の ヴェス トの上 に黒 い上
衣 を着 て スカー ト(襞 の 多い鮮 や かな
縦縞 の もの)を は き前掛 をはめ る。前
掛の上部 はヴ ェス トと同 じ生地で仕 立
て,他 の部分 は上 衣 と同 じ黒で あ る。
上 衣 の襟 周 と前掛 の紐 の部分 はボー ダ
ーで飾 られて い る。帽子 は木綿 の レー
スで あ る。Zeelandでは地域 的 に多少
一81一
異 なって いて,ま た プロテス タン 禿か
カソ リックか によって も僅 か に異 なっ
てい る。
男性 の コスチ ューム は装飾 された銀
のベ ル トボ タンが特徴で あ る(写 真5
参照)。
オ ランダ独特 の木鞘 は低 い湿地で は
必要 品で あ り,厚 い木靴 は水 が滲 みこ
まない し,冬 は暖 か く夏 は涼 しく価 は
やす い。室内 に入 る時 は戸 口に木靴 を
脱 ぎ,室 内で は男性 と子供 はス トッキ
ング,婦 人 はス リッパ をは く。
ドイツ ・オー ス トリ……っ ま り ドイ
ツ語圏 の地 方で は,女 性の民俗服 で あ
るデ ィル ン ドゥル(Dirndle)をよ く
み かけた し,デ パー トで も販 売 されて
いて,近 頃流行 して い ると聞 いた。
ボ ンのSchutzenfest(年1回8月の
第1日 曜 日に行 われ る行事)の 行 列 に
はバ イエ ル ンの色 として尊 とばれてい
る挽 茶色の服 を着 て勲章 をい くっ も胸
につ けた人 々 を見 る機会 を得 た。バ イ
エル ン州 は ミュ ンヘ ンを中心 とす る,
結束強 く誇 り高 いバ ヴ ァリア人の土地
で ある。
写真6は ザ ル ツブルグで出会 った若
写真5
写真6
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写真7
い カ ップルで,男 性 はバ イエ ル ンの色
の背広服,女 性 はデ ィル ン ドゥル を着
て カーデ ィガ ンを羽織 ってい る。 デ ィ
ル ン ドゥルの民俗服 を購入 した時,店
員の女性 にその名 をDirudelkleit(ス
カー ト)・Bluse(ブラウス)・Schiirze
(前掛)と書 いて もらった。ス カー トは
は胸衣 と続 きに なった もの,ブ ラ ウス
は乳 の下 まで の短かい もので,前 掛 を
す るこ とによって服 装全体 がひ き立 っ
て くる。
チ ェ ッコ ・ス ロバキヤ……チ ェ ッコ
の民族 はス ラブ系で,ス ラブの民俗服
は世界 的に も愛 らしい もので あ る。チ ェッコは文化 的 に西部 のボヘ ミヤ ・中央
部 のモ ラ ビヤ ・東部 のス ロバキヤの三つ の地域 に大別 して論 じられて い るが,
その うちボヘ ミヤ は有史以来,東 西 南北 の交通 の十字 路 にあた って いた ところ
で,様 々の文化の 影響 を受 けて きた。ス ロバ キ ヤには古 い時代の民俗服 が残存
写真8
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して い る との こ と。
プラハ の ドレスメ ーカーの店では民俗服 を取扱 って いて,そ の花嫁衣裳 ・外
出着 ・子供 服 な ど陳列 されていたが,そ の材 料 の取 扱 い方 ・配色 ・刺 繍 ・レー
ス ・縁飾 り ・ア クセサ リーな ど素 晴 らしい もので あっ た。 その店で 貰 った民俗
服の写真 を7・8に 示す。 また偶 然 その店で 出合 ったパ レチ ュコバ夫人の家 で,
彼女の花嫁 衣裳 を着 せて も らったが,ブ ラウス はパ フス リー ブ(写 真7の よ う
な)の 白の 木綿で あ った が,他 は絹 で,ク リノリ ン風 のス カー ト(膝頭 の長 さ)
に胸 衣 を着 て前掛 をは め巾10cm余の帯 を結 んで後 に垂 らし,装 飾 的 な衿巻で
飾 り,輪 状 の髪 飾 りをのせ る。
スイス……写真9は ス イスの地 域的 区分 を示 し,数 地区 の代 表的民俗服 を配
置 してあ る。購 入 した民俗服 の小 冊子 に よれ ば,ス イ スで は紀 元前 か らLocal
Costumesが存在 していて,そ れ が各時代 を経て変 化 しつ ・現代 の コス チュー
ムが一応 固定化 された。 しか し19世紀後 半に なって ヨーロ ッパ各国で起 った工
写真9
業化 や経 済発展 によ り商業 ・交通 が盛 ん にな り,そ のため民俗文化 が一 地域 に
限 られる ことな く混合 し,地 域 的特色 をもったLocalCostumesは消滅 したか
の よ うになった。 けれ ど もLocalCostumesはお祭 りの時 には依然 として着 用
:一
とれ,婦 人 の コスチ ューム,特 にAppenzelやFriburgの或 る地 方で は宗 教的
行事 の時 に今 日で も見 る ことがで きる。アル プスの山岳 地帯で は牧牛者 の衣裳
をみ ることがで きる。
第一 次大戦後 はス イスの民俗 衣裳 は再 び盛 ん に用 い られ るよ うになった。 と
い うのは彼等 の間 に精 神的 文化遺産 を尊重 す る意識 が芽生 えて,伝 統 に対 す る
新 しい理 解 が生 れて きた。 つ まり先祖 か ら受つ がれて きた もの を取 り出 して き
て,そ れ らを儀式 の時 だ け着 用す るので な く,そ れを基 に して伝統 的精神 を維
持 しなが ら流行 を取 り入 れた新 しい民俗衣裳 を作 り出 した。 そ して1926年スイ
ス民俗衣 裳協会 が設立 された。それは民俗 衣裳 愛好家 や郷 土 を守 る人 々が集 ま
って,民 俗 衣裳 ・ダンス ・民謡 ・慣 習 など を守 り育て ・時 代 に即 したものに し
てい こ うと発足 した。 それか ら次第 に地域 的民俗 衣裳の グルー プがで きて,ま
とめ られてい った。
以上の よ うにスイスの民俗衣裳 は変化 してい るが,そ の基 本型 は昔 も今 も同
じで,女 性 は,ブ ラウス ・胸衣(Miederと呼 ばれ るコーセ ッ ト様の胸衣)・ ス
カー ト・前掛 で,教 会へ 行 く時 や寒い 日の ために着 るジャケ ッ ト,装 飾品(プ
ローチ ・ゴ ラー ローゼ ン ・首飾),Head-dressなど華 や かな もの が用 い られ る。
男性 の場合,牧 牛 者 は今 で もBredzonを着 てい る,それはパ フス リー ブの ジ ャ
写真10
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ケ ッ ト(カ ンバ ス布製)で 折衿 の上 にエ ーデル ワイス(ス イスの国家)の 花 が
刺 綴 してあ る。 ベル ン州 の高地 の田園地方 では男子の ジャケ ッ トはベ ルベ ッ ト
で作 られてい る(写 真10参照)。
女性 の服 装 の白い リネ ンの ブ ラウスや紐 のつ い たコーセ ッ ト状の胸衣 は イタ
リヤ ルネサ ンス(15世紀)か ら受つ が れて い る。 それか ら500年間 に胸 衣は色
々 な変化 を して きた。注 目すべ きもの はゴ ラー(Goller)と呼 ば れ る首 を お
お うもので,こ れは16世紀 か ら婦 人服 の衿 の一種 と して上 手 に仕立 て られた服
を保 護す るもの として使 われて きた(写 真9の 上中央 の女性 を参照)。これは装
飾 的役割 を担 って時 代 によ り種 々変化 した。 また首 をお ・うもの として 衿 巻
(F.tchu)があ るが,柔 かい布 の三 角形 の婦 人の衿巻 はマ リーア ン トワネ ッ トに
由来 す る もので あ る。今 日で は羊飼 の 乙女 の服 装 となって い る。麦藁帽子 もこ
れ と同 じ経路 を辿 って用い られ,こ の衿巻 と麦藁 帽子 は全 ヨーロ ッパ に流 行 し
各地 方の 民俗 衣裳 に影響 をあたえた。 しか し肩掛 もフラ ンス系 スイスで盛 ん に
用 い られた。ス カー トはギ ャザー かプ リー ツが とられて いて殆 ん どが胸衣 とは
別布 で作 られ,紐 状 の飾 ヴ布 がア ップ リケ されてい る。前掛 は宗教 改革 の時 代
に,リ ネ ンの大 きな前掛 が農民の婦 人の 間で用 い られて いたが,バ ロ ック時 代
にな ると華 や かな木綿 の前掛 が羊飼 の 乙女達 によ って愛用 されていた。前掛 は
農 民の生活 に深 く根 をお ろして い るか ら,民 俗 衣裳 にっ いて考 える時,無 視す
るこ とはで きない。働 らく日には実 用的 な前掛 が尊 ばれ,日 曜 や祝 祭 日には絹
製 の飾 り前掛 や 白の刺繍 の あるボ イルの前掛 などが用 い られた(写 真10の中央
の女性2人 参 照)。帽子 や髪飾 りは地 方色 をよ くあ らわ して いて多種 多様 で ある。
(写真11参照)。装飾 品 には,昔 か ら伝 わってい るもの として,ざ くろ石 の首飾
や ブローチ が あり,そ の他金 線 ・銀線 で作 られた ブローチ ・髪止め ・ピンなど
があ り,中 で も素晴 らしいの はゴ ラー ローゼ ンと呼 ばれて い るもので ゴ ラー か
ら胸衣 に銀 の くさ りで 吊下 げ られた もので あ る。
以上 は要約 にす ぎないが,ス イスで は民俗服 の資料 として絵 葉書 ・ス ライ ド
:.
の種類 が 多かった。 またル ッツェルン・には丘の 中腹 にス イス各地 方の民俗服 を
あっ めた小 じん まり した博物館 が建 っていて,そ れは緑 にかこまれた長閑 な芝
生の あ る零囲 気の中 にあった。
写真11
イ タ リ ー … … ロ ー マ の イ タ リ ヤ 広 場
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(ムッソ リニの構 想 によって出来 た現代
建 築の並 び建 つ道路の広 い街 で,ロ ー
マの駅 か ら空港 へ の途 中にあ る)の 一
角 に民俗博物館 があ り,ま だ よ く知 ら
れてい ないの か観 覧者 は2時 間の うち
4人 位で あ った。 そ この一 室 にはイ タ
リヤ各地 の民俗服 がガ ラスケ ースに収
め られていた。 ケース越 しの撮影 は よ
い出来 ば えで はな かったので,そ こで
購 入 した絵 葉書 の うちカラブ リヤ地 方
(長靴 の先 にあた る地方)の もの を写
真12に示 す。 ブ ラウスは白,ス カー ト
は青で裾 の部分 が赤 と金 と挽茶 色の横
縞 になって いて,前 掛 はボ タン色 に金
写真12
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色で刺 繍 がほ どこされ,そ れは イ ン ドのサ リー を想 わせ る配色 で ある。 明 るい
太 陽の もとで着 るにふ さわ しい配色 が うか ・"える。 ブラウスの上 に重ね られた
袖 は取 りはず しの 自由な袖 で,前 掛 の色 とス カー トの色 の配色 で ある。
以上 の概 要 はや ・豊富 な内容の ところ もあるが,写 真 の紹介 に過 ぎない とこ
ろ もあ り,後 日更 に考察 を進 め る積 りで ある。
ヨ ー ロ ッパ の 民 俗 服 に み られ る デ ザ イ ン
冷鳬 、
デ ザ イ ン の 特 色
以上 述べ た概 要 か ら敢 えで結論す るな らば,ノ ル ウェーで はバイキ ング時代
の面影 をとどめて いる ものがあ り,,また中世キ リス ト教 が普 屎 して きた時代 の
面影 をとどめて いる。スイスの民俗服 には昔 の ヨー ロ ッパ のルネサ ンス時代 を
語 り,バ ロ ック時代 を誇 る素朴 な模倣 を通 して時 代々k流 行 の面影が残 され
てい る。チ ェ ッコは有史 以来,東 西南北 の交通 の十字路 にあた り,様 々 な文化
の影響 を受 けて いる民俗服 はス ラブ系 の愛 らしく彩 色豊 かな もので ある。 イ タ
リー南部の民俗 服 の配色 には イン ドのサ リー を連 想 させ るものが あ り,明 るい
太 陽 に輝や くもとで の生 活 から生 れた もので あ ろ う。
か ・る地方 的特色 を示 しては いるが,北 欧 か ら南欧 まで,そ の基本型 は共通
してい る。つ ま り女性 の コスチ ュームは ブラウス ・胸衣 ・スカー ト・前掛 が主
体で,外 出用 と して ジ ャケ ッ ト・衿巻 ・肩掛 ・Head-dress・首飾 り ・ブ ロ ー
チ な どの防寒 また は装飾 品,靴 下 ・靴 などで あ る。男性 のそれはズ ボ ン ・シャ
ツ ・ジ ャケ ッ トが主体で,と ころによ りチ ョッキ などf外 出用 と して外 套 ・帽
子 ・靴下 ・靴 などで あ る。
これ らの コスチ ュームは北 と南 に よる寒暖 の差 に対 しては調節 しやす い基 本
型で あ る。つ まり寒 さに対 して は衿元 や袖 口を閉 じる形 態 にも出来 る し,暖 か
さに対 して は衿 元 を大 きく開 け袖 を短 か くして裸 出部分 を変化で きる。 この よ
うな形態 は気侯 調節 力の優 れた基本型 といえ る。 そ して コスチ ュームの生地 は
::
毛皮 か ら毛織 ・木綿 ・麻 ・絹 と寒暖 に対 して変化 してい る。 また これ らのコス
チ ューム は着 脱 も容易 で あり,人 間の活動 を妨 げず,身 体 を よ く保 護 し,全 体
と して合理 的 な構 成で あ る。 この よ うに機能 的であ るばか りで な く,意 匠 的に
も均整 の とれた形態で,ヨ ー ロッパ の 自然 とよ く調和 して い る。 、'
この よ うな形態 を生 みだ した基盤 が何 で あ るか,そ れ は結局 ヨー ロッパ の気
侯 風土 に由来 して いる と考 えるほかは ない。 ヨーロ ッパ には太平洋 の暑熱 なエ
ネ ルギー を結 集 して来襲 す る台風 もな けれ ば,冬 の北 大陸 か ら寒気 をもた らす
気節風 もない。静 かで豊 か な水 をた ・えて流 れ る幾つ かの大河 が あ り,そ の源
をなす 万年雪 を蔵 したアル プス がそび えて はい るが,そ れは ヒマ ラヤの よ うに
人 を寄 せつ け ない超然 た る高 さで もない。麓 には牧 歌的 な山地 が あ り,な だ ら
か な起伏 り森林 が あ り,雑 草の おい茂 らない平野 があ る。松 の木 は均 整の とれ
た枝 を四方 に伸 ば して い る。 日本 に見 る一方向 に枝 を伸 ば した磯 なれ松 の姿 は
見 られな い。 この よ うな風 土 にお いては,や は り均整 の とれた合理 的 な服 装 が
生 れるほ かは なか ったで あ ろ う。 そ して ヨー ロ ッパ の民俗 服 は対酷 寒服 で ある
必要 もな く,対 沙漢 服 ・対 熱帯服で あ る必要 もない。人 体の快適 さを損 なわず,
入体 の活動 を妨 げず,適 当 に人体 を保護 す る衣服で あ る。同時 に豊 か な人 間生
活の側 面 を現 わ し,美 意識 を楽 しませ る役割 をも担 ってい る と考 えられ る。 そ
の ことは ヨー ロ ッパの民俗服 にみ られる装 飾 の仕方 の中 に現 われてい る。
装 飾 の 仕 方
そこで次 に,こ れ らヨーロ ッパの民俗服 の装飾 の仕方 につ いて考察 してみ る。
民俗服 に使 われてい る生地 は概 して無地 が多 く,そ れ にボ ーダーをあ しらい,
刺繍 をほ どこ し,レ ー スを用 いてい る。 そ して ブmチ ・首飾 り ・バ ン ドの止
金 などで更 に装飾 を豪華 に してい る。 日本の農民服 にみ る刺 子(こ ぎん刺 ・菱
刺)や 絣地(久 留 米絣 ・山陰の絣)な どは見 られない。 また東南 ア ジアのサ ロ
ンにみ る模 様染 は見 られない。
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ボー ダー には レー スや リボ ン状 の もの に刺繍 をほ どこしたものを用 いて い る。
レースや刺繍 の図案 をみ ると,そ の配置 は ヴェルサ イユ宮の庭 園 ・ウ ィー ンの
シェンブルン宮 の庭 園 などを連 想 をさせ る シンメ トリーの美 しさで あ る。 それは
片隅 に植 物や鳥 を配置 し,他 の部分 を空 白 に して,見 る人 に意味 を暗示 して い
る東洋 的 な技法 では ない。
⑩
ヨー ロッパ の レー スは精巧 なもので,「 レースの歴史 とデザイン」によれ ば,
「レース とい う語 が尼僧 院 において誕生 をみ たほ ど,レ ー スつ くりが尼僧 の 日
課 となって ………,13世紀初 頭 においては,す で にダー ン ド・ネ ッテ ィング ・
カ ッ トワー ク ・ドロ ンワー クなどの技 法の あった ことが述 べ られてお り… …」
とあ り,ま た 「レー スは西欧文明 の展 開 とともにそのは なや かな歴史 を くり広
げ,古 代 よ り現代 にいた る各 時代 の文化の頂点 においては いつ もその見事 な花
を咲 かせて い る。… …」 とある。 レー ス工芸 の歴史 を誇 るイタ リヤ ・フ ラ ンス
・ベルギ ー もさるこ となが ら,民 芸 としての レース も精 巧 な もの をチ ェ ッコの
花嫁 衣裳の前掛 に見 た。 それ は全部 手芸 によ るもので,藍 染 の麻布 に丹精 こめ
た刺 繍 がほ どこされ,裾 にレースのボー ダーをっ けたもので あ るが,そ の レー
スはボ ビ ンレー スの精巧 なもので あ る。 それは 日本の大原 女の前掛 ・東北地 方
に残 る刺子 の前掛 の素朴 で質素 な もの とは対 照的で ある。 民俗 文化の豊 か さ と
貧 しさの対 比 をみ る思 い がす る。 わが国 の残 存の農民服 には上 層の搾取 によっ
一て貧 しい生 活 を余儀 なくされた姿 しか見 られ ない。 それは江戸時代 の階級制度
の社 会 にお ける身分 的差 別 によ る結果 を如実 に示 してい る。
日本 に レース が輸入 されたのは明治 に入 って か らの こと,そ れまで は日本 の
服 装 に レース は用 い られ なかった。 ヨー ロッパの 民俗服 の美 しさを感 じる場 合,
レースの装飾 的効 果 を無視す ることはで きない。
以上 のよ うに,民 俗服 に托 された装飾 の意味 が,地 方色 を現 わす印で あ って
も,身 分 を示す 印で あって も,自 己 をデ ィス プ レイす るた めの もので あって も,
夫々 が均 整の とれた美 くしさを発揮 し,前 掛一つ にも嫁 ぐ日の夢 を托 して丹念
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に 作 ら れ た 労 作 が に じ み 出 て い る 。
結 び
以 上 主 と し て 中 欧 の 民 俗 服 の 概 要 と,そ の デ ザ イ ン の 特 色 の 一 端 に も 触 れ た
積 り で あ る が,そ れ ら の 民 俗 服 の 一 つ 一 つ を み て ゆ く と,着 る も の に 托 さ れ た
人 間 の 美 意 識 の 断 片 を み る 思 い が す る 。 そ の 存 在 の 根 底 に は 人 間 の 身 を 飾 る こ
とへ の 慎 ま し や か な 憧 れ と い っ た も の が 密 ん で い る よ うで あ る 。 そ れ は 貴 族 の
衣 裳 に み る 裳 裾 を 長 く ひ い て 精 巧 を 極 め た 豪 華 さ は な い が,人 間 の 心 を 一 種 の
郷 愁 に さ そ う よ う な 懐 か し さ を あ た え る も の で あ る 。 こ の こ と は ヨ ー ロ ッパ の
民 俗 服 に 限 ら ず,他 の 諸 国 の 民 俗 服 に も 言 え る こ と で あ る が,日 本 の 農 民 服 ・
イ ン ドの サ リ ー ・ア ラ ビ ヤ 人 の 衣 服 な ど と は 異 な っ た デ ザ イ ン の 衣 服 が 形 成 さ
れ て い る 現 実 に 接 す る 時,気 侯 ・風 土 の 相 違 ・民 俗 の 相 達 ・歴 史 の 相 違 ・文 化 の 相 違
を 強 く 感 じ る 。 し か し 文 化 交 流 に よ り 国 際 的 な 流 行 服 が 世 界 的 に 普 及 して い る
現 代 に お い て,民 俗 服 の 将 来 を ど の よ う に 想 像 す る こ と が 出 来 る だ ろ う か 。
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